
  

 

 

 

 

 

 

 

 ８月の３日、４日と岸根町町内会の納涼盆踊り大会が盛大に開催 

されました。両日ともに天候に恵まれました。心配された「熱中症」 

の発生もなく終了することができました。皆様のご協力に感謝です。 

 今回は、連日、猛暑が続いていますので、「熱中症」の予防対策 

そして、発生した時の対応について、学びます。 

総務省消防庁のホームページより、転載をさせて頂きましたので、参考にして下さい。 

○ 熱中症とは？ 

温度や湿度が高い中で、体内の水分や塩分（ナトリウムなど）のバランスが崩れ、体温の調

節機能が働かなくなり、体温上昇、めまい、体のだるさひどいときには、けいれんや意識障

害の異常など、様々な障害をおこす症状のことです。 

屋外だけでなく、家の中や体育館などでも室温や湿度が高いことから、体から熱が逃げにく

く熱中症になることもあります。特に、老人や小児、乳幼児などは容態の変化に気を付けま

しょう。無理に屋外にでることなくエアコンをつけた部屋で体調管理を万全にしましょう。 

 ○熱中症の分類と対処方法 

で災害に強い街づくりをめざそう！ 「自助」「共助」「協働」
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重症度 症 状 対 処 医療機関への受診 

・めまい 

・たちくらみ 

・こむら返り 

・手足のしびれ 

・涼しい場所へ移動 

・安静 

・冷やした水分、塩分補給 

・症状が改善すれば 

受診の必要なし 

・頭痛・吐き気・吐

いた・体がだるい 

・集中力、判断力 

の低下 

・涼しい場所へ移動 

・安静・衣類を緩め体を冷や

す・十分な水分、塩分の補給 

・口から飲めない場合や 

症状の改善が見られない

場合は、受診が必要 

・意識障害（受け答え

や会話がおかしい 

・けいれんや運動障害 

・体が熱い３８度以上 

・涼しい場所へ移動 

・安静・衣類を緩め保冷剤

などで冷やす 

・急いで救急車を要

請 119通報です。 

意識の状態や症状を伝

えて下さい。 


